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子どもの生活に関する実態調査報告 主な項目 
大阪市の困窮度 
  
 大阪市の等価可処分所得（※１）の中央値は238万円、国の定める基準でいくと相対的貧困率
（※２）は15.2％（小５・中２のいる世帯）、11.8％（５歳児のいる世帯）であった。なお、大阪府内全
自治体における相対的貧困率は14.9％ （小５・中２のいる世帯）であった。 
 クロス集計に活用している家庭の経済状況の目安となる「困窮度」の考え方については、保護者から回答のあった世帯
所得を基に「等価可処分所得」を試算し、以下のとおり、困窮の程度を４つの区分に分類しました。 

 ※１「等価可処分所得」：世帯の可処分所得（収入から税金・社会保険料等を除いたいわゆる手取り収入）を世帯人員の    
平方根で割って調整した所得 
 ※２「相対的貧困率」：相対的貧困率は、一定基準（貧困線）を下回る等価可処分所得しか得ていない者の割合 
    貧困線とは、等価可処分所得の中央値の半分の額（困窮度Ⅰに該当） 
 
 
 

区分 基準 小5・中2保護者 割合 5歳児保護者 割合 

中央値以上 等価可処分所得中央値（本調査では
238万円）以上 50.0％ 52.5％ 

困窮度Ⅲ 等価可処分所得中央値未満で、中央
値の60％以上 28.1％ 29.6％ 

困窮度Ⅱ 等価可処分所得中央値の50％以上
60％未満 6.6％ 6.1％ 

困窮度Ⅰ 等価可処分所得中央値の50％未満 15.2％ 11.8％ 
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（１）経済状況 
 ■困窮度別に見た、子どもについて経済的な 
   理由による経験※ 

 ＜小５・中２のいる世帯（保護者回答）＞ 

図 困窮度別に見た、子どもについて経済的な理由による経験 
（小５・中２：図110） 

経済状況がこどもの生活にも影響を与え、困窮度が
高くなるにつれ、実現できなかったことが多くなる。  
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1)子どもを医療機関に受診させることができなかった 

2)子どもの進路を変更した 

3)子どものための本や絵本が買えなかった 

4)子どもにおこづかいを渡すことができなかった 

5)子どもに新しい服や靴を買うことができなかった 

6)子どもを学校の遠足や修学旅行へ参加させることができ

なかった 

7)子どもを習い事に通わすことができなかった 

8)子どもを学校のクラブ活動に参加させられなかった 

9)子どもを学習塾に通わすことができなかった 

10)子どもの誕生日を祝えなかった 

11)子どもにお年玉をあげることができなかった 

12)子どもの学校行事などに参加することができなかった 

13)子ども会、地域の行事（祭りなど）の活動に参加する

ことができなかった 

14)家族旅行（テーマパークなど日帰りのおでかけを含

む）ができなかった 

１～14の項目には、どれにもあてはまらない 

無回答 

中央値以上(n=11,456) 

困窮度Ⅲ(n=6,430) 

困窮度Ⅱ(n=1,515) 

困窮度Ⅰ（n=3,490) 
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中央値以上（n=9,464) 

困窮度Ⅲ（n=5,549) 

困窮度Ⅱ（n=1,334) 

困窮度Ⅰ（n=3,035) 

図 困窮度別に見た、子どもへの経済的な理由による経験の該当数の
平均 
（小５・中２：図113） 

■困窮度別に見た、子どもへの 
 経済的な理由による経験※の該当数の平均 

＜小５・中２のいる世帯（保護者回答）＞ 

(%) 
※こどもに関して経済的な理由による経験として示した14個の項目 
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（２）健康   
   
 
 
                 

  
  
  
  
  
  
  
  
 
 
 
 
 
   
  

■朝食の頻度        

＜小５・中２のいる世帯（こども回答）＞ 

図 困窮度別に見た、朝食の頻度（小５・中２：図180） 

困窮度が高まるにつれ、「毎日またはほとんど毎日」朝食を食べる割合が低く
なる傾向がみられた。困窮度Ⅰ群では、20.3％が「毎日またはほとんど毎日」
以外と回答した。 
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中央値以上（n=11,388） 

困窮度Ⅲ（n=6,385） 

困窮度Ⅱ（n=1,506） 

困窮度Ⅰ（n=3,457） 

毎日またはほとんど毎日 週に４～５回 週に２～３回 週に１回程度 食べない 無回答 
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86.0％ 

82.9％ 

78.8％ 
20.3％ 
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（３）学習状況   

 
      
    
  ＜小５・中２のいる世帯（子ども回答）＞ 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  
  
  
 

図 困窮度別に見た、学習理解度（小５・中２：図212） 
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中央値以上（n=11,388) 

困窮度Ⅲ(n=6,385) 

困窮度Ⅱ(n=1,506) 

困窮度Ⅰ(n=3,457) 

よくわかる だいたいわかる あまりわからない ほとんどわからない わからない 無回答 

困窮度が高まるにつれ、「よくわかる」と回答した子どもの割合が
低くなっている。 

■困窮度別に見た、学習理解度 

28.8％ 

20.3％ 

17.9％ 

16.4％ 
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＜小５・中２のいる世帯（保護者回答）＞ 148 244 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代（n=780） 

20～30歳

(n=16,022) 

31歳以上(n=6,443) 

中学校卒業 高等学校中途退学 高等学校卒業 

高専、短大、専門学校等卒業 大学卒業 大学院修了 

その他の教育機関卒業 答えたくない 無回答 
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中央値以上(n=9,923) 

困窮度Ⅲ(n=5,516) 

困窮度Ⅱ(n=1,292) 

困窮度Ⅰ(n=2,905) 

10代 20～23歳 24～26歳 27～30歳 31～34歳 35～39歳 40歳以上 無回答 

■初めて親となった年齢別に見た、母親の最終学歴 
  （母親が回答者） 

＜小５・中２のいる世帯（保護者回答）＞ 

■困窮度別に見た、初めて親となった年齢 
  （母親が回答者） 

＜小５・中２のいる世帯（保護者回答）＞ 

困窮度が高まるにつ
れ、若年層で初めて親
となったと答えた割合
が高くなっている    

10代群において、「中

学卒業」「高校中退」と
答えた割合が高い  

図 初めて親となった年齢別に見た、母親の最終学歴（小５・中２：図164） 図 困窮度別に見た、初めて親となった年齢（小５・中２：図163） 
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（４）家庭状況 
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（５）雇用状況 
     
 
  ＜小５・中２のいる世帯（保護者回答）＞                              
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ふたり親世帯(n=17,864) 

父子世帯（n=402) 

母子世帯（n=3,617) 

その他世帯(n=131) 

正規群 自営群 非正規群 無業 その他 

ふたり親世帯に比べ、母子世帯は「非正規群」の割合が高
い。 

■世帯構成別に見た、就労状況 

図 世帯構成別に見た、就労状況（小５・中２：図177） 

 

■困窮度別に見た、世帯員の構成 
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中央値以上（n=11,298) 

困窮度Ⅲ(n=6,303) 

困窮度Ⅱ（n=1,492) 

困窮度Ⅰ（n=3,352) 

ふたり親世帯 父子世帯 母子世帯 その他世帯 

図 困窮度別に見た、世帯員の構成（小５・中２：図115） 

 

＜小５・中２のいる世帯（保護者回答）＞ 

困窮度が高まるにつれ、ふたり親世帯の割合が低く、母子
世帯の割合が高くなる。困窮度Ⅰ群の半数が母子世帯で
あった。 
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53.3％ 



今後のスケジュール 
 平成29年度は、「子どもの生活に関する実態調査」の分析結果を踏まえ、有効な
手法の検討及び先行実施事業の効果検証を行い、平成30年度の本格実施に向け
具体的取組みを検討する 
 

7 

具体的取組
みの検討 

有効な施策の検討 

先行実施事業の効果検証 

分析 
結果 

 
平成29年 

4月 
公  表 

平成３０年度より 
本格実施 

４～８月 ９～２月 

本格実施に向けて 
方針検討 
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